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環境変動に順応したコンブ養殖技術の開発

海洋環境変動をふまえて養殖スケジュールを調整し、養殖コンブの生産安定化や品質向上が可能になる。

共同研究機関（または協力機関）：南かやべ漁協、えさん漁協、戸井漁協、銭亀沢漁協、函館市漁協、函館市

高水温化等の環境変化によって種苗生産や海中での養殖時期が遅れ、養殖コンブの生長や品質が低下している。

成熟誘導によって、
早期に種苗生産した
促成養殖マコンブ

１ 成熟誘導で種苗生産を早期化 ２ 養殖コンブの生長が促進
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光と水温を制御して
コンブの成熟時期を早めます

高水温化･･･
種苗生産の遅れ

養殖期間が長期に！
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種苗生産 海中での養殖

種苗生産 海中での養殖

新技術（早期海中養殖）従来法

・12月時点で生長は従来法の８倍に
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従来法

2ヶ月早く種苗生産が開始

成熟誘導
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問い合わせ：函館水産試験場 電話：0138-83-2892（代表）
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期待される効果


